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1. はじめに 

無意識的な動作に基づく通信は，家庭内における見守

りシステムなどに広く利用されている．生活音は身の回りに

あふれているため，生活音を情報源とする音響通信が実

現できれば，無意識的な動作に基づく生活音から，イベン

トを検知することが可能になり，新しい情報伝送の手段とな

り得る．そこで，本稿では，包装の開封手段として広く用

いられているミシン目[1]の破断音を利用した音響通信

システムを提案する． 

 

2. 通信に最適なミシン目の検討 

ミシン目の破断音を利用した音響通信の符号化を

検討するため，ミシン目の形状変化とそれに伴う破断

音の変化の関係について調査した．図 1 に示すような実

験系で，複数の形状のミシン目を一定速度で破断するとと

もに，破断音の収録を行った．その結果，「I 型」のミシン目

と，「丸形」のミシン目の破断音に顕著な差があり，符号化

に望ましいことを明らかにした． 

 

3. 復調器の実装 

図 2 に示されるとおり，情報をマンチェスタ符号化し，[2]，

ミシン目の形状変化として記録した．また，収録されたミシ

ン目の破断音から情報を復元する復調器も実装した．この

復調器は，受信した破断音をハイパスフィルタ処理で高周

波成分を抽出し[図 2(a)]，その後，前後の符号の干渉を受

けない，波形の中心部を取り出し[図 2(b), (c)]，高周波成

分のパワーの大小関係からバイナリデータを復調する[図

2(d)]．この復調器の有用性を検証するため，ランダムなバ

イナリデータ（12 通り）をミシン目の形状変化として記録し，

図 1 の実験系を用いてミシン目を破断し，収録された音を

復調した．その結果，すべてのパターンにおいて，エラー

を起こすことなく，情報が伝送できるこが明らかになった． 

 

4. まとめ 

ミシン目の破断音を利用した音響通信システムを

提案し，通信に適したミシン目の形状を明らかにした．

さらに，破断音から，情報を復元する手法を実装し，

その有効性を確認した．今後は，破断速度が一定でない

場合に対する対応などを検討していく． 

 
図 1 実験系 

 
図 2 実装した変復調の概要図 
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